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観る②≪る

浜
嘩
一
厨
」

斜
陽
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
興
味
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
浜
口
陽
三
は
、

四
十
年
近
く
住
ん
だ
パ
リ
を
離
れ

一
九
八
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
移
住
、
新
境
地
で
制
作
を
続

け
て
い
る
。
パ
リ
を
去
る
前
に
制

作
し
た
こ
の
作
品
は
、
一
九
八
二

年
の
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
版
画
大

賞
展
に
出
品
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
。
こ
の
受
賞
は
、
パ
リ

か
ら
移
っ
て
き
た
ば
か
り
の
浜
口

を
大
い
に
喜
ば
せ
た
。
も
っ
と
も
、

東
京
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
ル
ガ
ノ
、

リ
ユ
ブ
リ
ア
ナ
と
次
々
に
国
際
版

画
展
で
受
賞
を
重
ね
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
も
、
一
九
六
一
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
き
な
個
展
が
開

か
れ
て
以
来
、
ワ
シ
ン
ト
ン
や
シ

カ
ゴ
な
ど
で
個
展
を
開
催
し
、
浜

口
の
名
は
す
で
に
世
界
に
広
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
受
賞
は

当
然
の
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
五
五
年
に
浜
口
が
最
初
に

手
が
け
た
カ
ラ
ー
メ
ゾ
チ
ン
ト
の

作
品
も
西
瓜
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
ろ
の
緋
の
よ
う
な
網
目

は
な
く
な
り
、
す
で
に
な
じ
み
と

な
っ
て
い
る
浜
口
の
深
く
、
美
し

い
黒
い
闇
の
中
か
ら
、
も
え
る
よ

う
を
赤
い
西
瓜
が
浮
か
び
あ
が
っ

て
、
一
つ
の
静
寂
な
空
間
を
創
造

一
九
八
一
年

カ
ラ
ー
メ
ゾ
ヂ
ン
ト

し
て
い
・
る
。
そ
の
赤
は
、
か
す
か

な
緑
に
縁
ど
ら
れ
て
、
い
っ
そ
う

鮮
や
か
で
あ
る
。

西
瓜
は
、
大
変
に
抽
象
的
で
シ

ン
プ
ル
な
形
を
と
っ
て
い
る
。
西

瓜
の
断
面
は
、
地
平
線
の
よ
う
に

横
に
広
が
っ
て
い
る
。
西
瓜
は
食

欲
を
そ
そ
る
果
物
と
い
う
よ
り
も

も
っ
と
存
在
感
の
あ
る
、
一
つ
の

生
命
を
感
じ
さ
せ
る
。

浜
口
の
作
品
に
は
、
モ
チ
ー
フ

と
し
て
〃
さ
く
ら
ん
ぼ
〃
 
、
〃
ぶ
ど

う
〃
や
〃
て
ん
と
う
虫
〃
な
ど
が

よ
く
便
お
れ
る
。
簡
潔
な
構
図
の

う
ち
に
、
〃
さ
く
ら
ん
ぼ
〃
や
〃
ぶ

ど
う
〃
の
つ
ぶ
が
、
リ
ズ
ム
や
動

き
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
の

だ
が
、
こ
こ
で
は
、
黒
い
種
の
つ

ぶ
が
、
熟
し
た
果
肉
の
中
に
生
き

も
の
の
よ
う
に
う
ご
め
い
て
い
る
。

一
九
八
三
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
「
メ
ゾ
チ

ン
ト
の
巨
匠
・
浜
口
陽
三
展
」
が

開
か
れ
好
評
を
博
し
た
。
ま
た
、

同
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
よ

り
「
市
の
鍵
」
・
を
授
与
さ
れ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
明
る
く
、
温

暖
な
風
土
と
人
間
に
囲
ま
れ
、
ま

す
ま
す
円
熟
し
た
浜
口
芸
術
の
生

み
だ
さ
れ
る
こ
と
を
世
界
の
フ
ァ

ン
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



みる・かたる・つくる

浜
口
さ
ん
の
魅
力

浸
す
華

昨
年
は
浜
口
さ
ん
と
対
談
の
機

会
が
あ
っ
て
、
本
邦
初
公
開
と
も

言
う
べ
き
技
法
の
お
話
な
ど
拝
聴

で
き
た
り
、
僕
の
発
明
1
し
た
メ

ゾ
チ
ン
ト
の
ベ
ル
ソ
ー
を
ね
が
ア

ト
リ
工
ま
で
見
に
い
ち
し
た
の
で
、

望
外
に
幸
せ
な
年
に
な
っ
た
。

卒
直
に
言
っ
て
浜
口
さ
ん
の
主

要
な
モ
チ
ー
フ
、
桜
桃
一
つ
、
て

ん
と
う
虫
一
匹
な
ど
と
言
う
の
は
、

「2つのさくらんぼ」浜口陽三(1957)

何
だ
か
少
女
趣
味
の
様
で
、
僕
に

は
テ
レ
ク
サ
く
て
描
け
な
い
様
な

気
が
し
て
い
た
。

舞
諦
絵
画
芸
術
た
る
や
、
己
の

精
神
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
訳
だ

か
ら
、
題
材
は
石
こ
ろ
だ
っ
て
何

だ
っ
て
か
ま
れ
な
い
訳
で
、
そ
れ

は
百
も
承
知
し
て
い
な
が
ら
、
つ

い
そ
う
思
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が

私
に
は
あ
る
。

だ
が
浜
口
さ
ん
は
、
そ
れ
ら
小

さ
な
桜
桃
や
て
ん
と
う
虫
か
ら
、

前
人
未
踏
の
深
く
豊
か
な
魂
の
歌

語
需
講
塁
馳
謹
磐

設
楽
塁
堅
塁

て
良
い
。

あ
で
漆
黒
の
背
景
に
う
か
び
上
っ
て
、

艶
や
か
に
自
学
臣
捕
級
を
静
物
た

ち
、
そ
の
深
い
抒
情
。
こ
れ
こ
そ

浜
口
さ
ん
の
心
の
、
魂
の
魅
惑
そ

の
も
の
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
お
逢
い
し
た
ホ
ン
モ
ノ
の

浜
口
さ
ん
は
、
や
は
り
作
品
と
同

●

様
に
、
優
し
く
、
奥
深
く
、
繊
細

な
情
感
を
漂
わ
せ
る
芸
術
家
で
あ

っ
た
。

浜
口
さ
ん
を
車
で
僕
の
ア
ト
リ

エ
ま
で
お
連
れ
に
な
っ
た
方
が
二

人
、
ポ
ッ
と
し
た
様
に
、
今
日
は

よ
く
ま
っ
す
ぐ
に
こ
こ
ま
で
来
ら

れ
た
ナ
ア
と
話
さ
れ
て
い
た
の
で
、

地
図
が
無
か
っ
た
で
す
か
と
僕
は

問
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
地
図
の
有

無
な
ど
と
言
う
こ
と
で
は
無
か
っ

た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
浜
口
さ
ん
と
車
に
乗
っ

て
行
く
。
目
的
は
あ
る
。
と
こ
ろ

が
変
っ
た
も
の
が
見
え
る
、
オ
ヤ

あ
れ
は
何
だ
、
お
り
て
み
よ
う
、

何
-
小
湊
鉄
道
、
フ
ー
ム
終
点
ま

で
行
っ
て
み
る
か
。
と
、
こ
の
様
な

具
合
に
な
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。

こ
の
子
供
の
様
な
好
奇
心
、
そ

れ
を
一
貫
し
て
も
ち
続
け
て
き
た

こ
の
す
ぼ
ら
し
さ
。
浜
口
さ
ん
の

作
品
に
一
貫
し
て
流
れ
る
み
ず
み

ず
し
さ
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
天
使

の
様
な
童
心
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

●

も
の
だ
ろ
う
。

浜
口
さ
ん
は
僕
の
メ
ゾ
チ
ン
ト

は
正
規
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
と
微
笑
さ
れ
る
。
正
規
の
メ
ゾ

チ
ン
ト
と
は
何
か
、
そ
れ
は
銅
版

全
面
に
べ
ル
ソ
ー
と
言
う
道
具
を

羅
誓
叩
-
寮
生
語

り
、
そ
れ
を
削
り
、
磨
い
て
版
を

作
る
方
法
で
あ
る
。
誰
も
が
当
然

浜
口
さ
ん
も
こ
の
技
法
を
踏
襲
し

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
そ

の
技
法
の
神
様
だ
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
浜
口
さ
ん
は
そ
ん
な

四
角
四
面
の
約
束
ご
と
と
は
縁
が

無
い
。
全
く
自
由
に
自
己
流
に
ベ

ル
ソ
ー
を
使
う
。
べ
ル
ソ
ー
で
描

彊
壇
講
窪
詐

魂
だ
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
重
ね

て
浜
口
芸
術
の
た
ぐ
い
な
い
魅
力
、

そ
れ
は
も
う
浜
口
さ
ん
の
人
間
そ

の
も
の
の
魅
力
な
の
で
あ
る
。

童
心
、
自
由
な
魂
、
深
い
歌
等

等
。

(
顔
写
真
は
深
沢
幸
雄
氏
)



今
年
度
の
収
蔵
作
品
展
第
Ⅱ
期

は
、
4
部
に
分
け
て
構
成
し
ま
す
。

第
一
報
で
は
「
水
の
あ
る
風
景
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
日
本
画
、
洋

画
・
水
彩
画
を
展
覧
し
ま
す
。
水

の
表
現
方
法
は
、
日
本
画
・
、
洋
画

な
ど
各
手
法
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
特
徴
が
あ
り
、
色
を
塗
り
重
ね

る
時
の
工
夫
や
道
具
を
使
い
分
け

る
こ
と
に
よ
り
幅
広
い
表
現
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
作
品
の
構

図
や
色
の
配
置
の
仕
方
な
ど
に
作

家
の
練
達
し
た
表
現
力
や
鋭
い
感
性

を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
精
神
的

に
も
物
理
的
に
も
人
間
の
生

活
に
深
く
浸
透
し
、
深
い
関

わ
り
を
特
つ
水
の
、
モ
チ
ー

フ
と
し
て
の
魅
力
を
そ
の
表

現
と
共
に
御
鑑
賞
頂
き
ま
す
。

主
な
展
示
作
品

○
日
本
画
吉
岡
聖
二
「
清
」
・

関
主
税
「
澗
声
」
・
若
木
山
「
池

の
春
」

○
洋
画

石
井
柏
亭

「兵 士」浅井 忠

みる・かたる・つくる

「海辺の光景」斉藤捷夫

「
安
倍
川
」
・
氏
家
次
郎
「
海
辺
」
・

斉
藤
捷
夫
「
海
辺
の
光
景
」
・
小

堀
進
「
セ
ー
ヌ
川
」

ほ
か
。

第
二
部
は
今
年
度
、
新
し
く
収

蔵
し
た
作
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
本
館
で
は
作
品
の
収
集

計
画
を
た
て
、
そ
の
方
針
に
沿
っ

て
収
集
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
Ⅱ
期

嘉
肇
琵
講
評

芸
の
新
収
蔵
品
の
展
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

本
館
で
は
、
日
本
の
近
代
洋
画

の
先
駆
者
、
浅
井
忠
の
作
品
及
び

背
景
資
料
の
収
集
と
研
究
を
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
き
ま
し
た
。

第
三
部
で
は
、
今
年
度
工
期
に

引
き
続
き
、
そ
の
作
品
と
背
景
資

料
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
日
本

画
・
洋
画
・
水
彩
・
工
芸
・
彫
刻

の
各
作
品
を
は
じ
め
教
科
書
の
挿

絵
の
下
書
き
と
な
っ
た
習
作
や
素

描
・
浅
井
が
椀
庭
と
称
し
て
い
た

頃
の
習
作
・
滞
欧
時
代
の
模
写
・

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
類
の
ほ
か
、
滞
欧

中
の
浅
井
の
友
人
達
か
ら
浅
井
に

送
ら
れ
て
き
た
絵
葉
書
類
も
紹
介

し
ま
す
。

第
四
部
で
は
、
「
素
材
と
表
現
」

を
テ
ー
マ
に
彫
刻
を
展
示
し
ま
す
。

彫
刻
を
木
・
ブ
ロ
ン
ズ
・
石
に
大

別
し
、
他
に
ア
ル
ミ
・
強
化
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
樹
脂
の
作
品
も
展
示
し

ま
す
。
木
は
産
す
る
風
土
や
地
形

の
影
響
で
、
木
目
・
膨
張
率
・
肌

の
き
め
・
色
彩
・
光
沢
な
ど
に
個

性
が
あ
り
、
石
も
同
様
、
硬
さ
・

光
沢
・
醜
さ
・
ね
ぼ
り
な
ど
、
生

成
の
仕
方
に
よ
り
個
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
天
然
の
素
材
の
癖
を

理
解
し
て
生
か
す
工
夫
と
表
現
、

ま
た
ブ
ロ
ン
ズ
の
よ
う
に
自
由
な

形
態
に
鋳
造
で
き
た
り
、
緑
青
や
着

色
の
容
易
な
性
格
を
利
用
し
た
表

現
を
御
覧
頂
き
ま
す
。

主
な
展
示
作
品

安
西
順
一
「
秋
晴
」
・
堀
川
恭
「
丸

い
フ
ォ
ル
ム
」
・
三
木
俊
治
「
行

列
」
・
大
国
丈
夫
「
ヨ
ガ
」
・
山
崎

英
五
「
地
を
這
う
者
ど
も
Ⅲ
」
・
青

木
三
四
郎
「
憩
い
」
・
梅
原
正
夫

「
な
か
よ
し
」
ほ
か
。

「丸いフォルム」堀川 恭

自
国
四
国
幽
閉
開
園

●
第
4
回
明
日
を
拓
く
教
育
美
術
展

7
月
l
日
̃
7
月
6
日

●
水
彩
連
盟
千
葉
支
部
展

7
月
l
日
̃
7
月
6
日

●
第
1
 
8
回
千
葉
市
水
墨
画
同
好
会

連
合
展
7
月
8
日
̃
了
月
2
0
日

●
第
5
6
回
習
美
会
初
夏
展

7
月
2
2
日
̃
了
月
2
7
日

●
第
1
回
龍
峡
書
道
会
千
葉
県
人
展

7
月
2
2
日
̃
1
月
2
7
日

●
日
本
水
彩
画
会
千
葉
県
支
部
展

7
月
2
2
日
̃
1
月
2
7
日

●
第
6
回
中
央
美
術
協
会
千
葉
支

部
展

1
月
2
9
日
̃
8
月
3
口

●
第
6
回
千
葉
サ
ン
ケ
イ
現
代
洋

画
展

7
月
2
9
日
-
8
月
1
0
日

●
第
1
 
5
回
写
真
千
葉
県
展

8
月
5
日
̃
8
月
1
 
7
日

●
第
1
 
0
回
尽
墨
会
喜
作
展

8
月
1
 
2
日
̃
8
月
1
 
7
日

●
第
1
 
6
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
月
1
2
日
̃
8
月
2
4
日

●
第
n
回
子
供
と
教
師
の
作
品
展

8
月
1
9
日
̃
8
月
2
4
日

●
第
6
回
日
本
春
秋
書
院
書
道
連

盟
展

8
月
1
9
日
̃
8
月
2
4
日

●
第
1
 
4
回
千
葉
市
教
職
員
美
術
展

8
月
2
6
日
̃
8
月
3
1
日

●
刻
字
千
葉
展

8
月
2
6
日
̃
8
月
3
1
日



みる・かたる・つくる

昭
和
6
 
1
年
度
国
立
美
術
館
所
蔵
美
術
名
品
展

日

陰

三

尾
.
8
6
・
8
竜
田
̃
9
・
1
 
5
㈲

静
寂
の
詩
・
メ
ゾ
チ
ン
ト
の
巨
匠

序本
県
ゆ
か
り
の
国
際
的
版
画
家

浜
口
陽
三
の
作
品
を
展
観
し
、
す

ぐ
れ
た
版
画
芸
術
を
鑑
賞
し
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

ま
た
同
時
に
本
特
別
展
で
は
、
国

際
文
化
交
流
に
果
し
た
浜
口
陽
三

の
功
績
を
顕
彰
し
、
広
く
県
民
各

位
に
紹
介
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

一
、
画
家
の
血
脈

浜
口
陽
三
は
、
一
九
〇
九
年
(
明

4
2
)

4
月
5
日
和
歌
山
県
有
田
郡

広
村
(
現
広
川
町
)

に
1
 
0
人
兄
弟

姉
妹
の
三
男
と
し
て
誕
生
。
生
家

は
代
々
醤
油
醸
造
業
を
営
み
現
在

に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
画
家
と
な

る
環
境
を
系
譜
に
求
め
る
と
、
5

代
目
浜
口
濯
団
は
紀
州
藩
絵
師
野

呂
介
石
の
五
俊
に
数
え
ら
れ
た
南

画
家
。
父
の
1
 
0
代
目
儀
兵
衛
(
梧

洞
)
も
小
室
翠
雲
に
南
画
を
学
び

美
術
を
愛
し
ま
し
た
。
浜
口
陽
三

が
少
年
時
代
住
ん
だ
銚
子
市
末
広

町
3
番
地
の
4
の
屋
敷
に
は
、
杉

皮
張
り
の
梧
洞
氏
の
画
室
が
現
在

も
選
っ
て
い
ま
す
〇

二
、
ふ
る
さ
と
銚
子

浜
口
陽
三
は
一
九
一
五
年
(
大

4
)

6
歳
の
時
銚
子
に
移
住
。
小

学
校
時
代
の
多
感
な
時
期
を
末
広

町
の
屋
敷
で
過
し
ま
し
た
。
こ
の

屋
敷
は
武
家
屋
敷
を
移
築
し
た
も

の
で
す
。
浜
口
家
の
隣
接
地
に
あ撮影ムードン・エルグー氏

っ
た
野
師
小
学
校
に
通
学
。
自
宅

の
ほ
か
少
年
時
代
の
た
た
ず
ま
い

を
伝
え
る
の
は
、
ヤ
マ
サ
醤
油
本

社
の
右
隅
の
レ
ン
ガ
造
り
の
醤
油

聾
だ
そ
う
で
す
。
レ
ン
ガ
壁
の
道

の
奥
に
現
在
の
興
野
小
学
校
が
移

転
し
て
あ
り
ま
し
た
。

だ
れ
に
で
も
懐
し
い
風
景
が
あ

り
ま
す
。
銚
子
は
浜
口
陽
三
に
と

っ
て

「
ふ
る
さ
と
」

が
実
感
で
き

る
土
地
な
の
で
す
。
父
や
叔
母
夫

婦
の
関
係
か
ら
牧
野
虎
雄
、
小
林

万
吾
、
建
自
大
夢
、
片
岡
銀
蔵
、

梅
原
龍
三
郎
ら
芸
術
家
と
知
り
合

い
、
小
学
校
6
年
の
時
に
は
、
片

岡
銀
蔵
の
指
導
で
初
め
て
油
絵
を

描
き
ま
し
た
。

浜
口
家
の
裏
に
川
が
あ
り
、
復

興
橋
を
渡
る
と
新
生
町
2
丁
目
1

番
地
。
こ
こ
が
銚
子
の
隠
れ
た
名

所
。
一
九
八
三
年
(
昭
5
8
)

‖
月

6
日
銚
子
市
公
正
市
民
館
の
一
部

を
改
造
し
「
浜
口
陽
三
版
画
展
示

室
開
設
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

(
開
室
は
毎
週
日
曜
日
午
後
1
時

か
ら
4
時
ま
で
)

こ
の
式
の
日
長

兄
で
n
代
目
当
主
の
浜
口
儀
兵
衛

翁
(
現
ヤ
マ
サ
醤
油
㈱
相
談
役
)

に
伺
っ
た
話
で
す
が
、
「
結
局
こ

う
し
て
み
る
と
陽
三
が
一
番
親
孝

行
を
し
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
さ

れ
た
後
、
浜
口
陽
三
に
と
っ
て
ど

こ
が
ふ
る
さ
と
な
の
か
と
質
問
し

た
と
こ
ろ
「
陽
三
は
帰
国
し
て
総

武
本
線
で
帰
っ
て
く
る
時
飯
岡
の

ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
、
抜
け
出
た

時
、
銚
子
に
帰
っ
て
き
た
と
実
感

す
る
と
言
っ
て
い
た
」
と
い
う
話

を
御
教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
が
印

象
深
い
で
す
。
先
年
朝
日
新
聞
夕

刊
に
連
載
の
「
新
人
国
記
讐
千

葉
県
の
部
で
長
兄
儀
兵
衛
翁
と
と

も
に

「
銅
版
画
と
し
ょ
う
ゆ
」
と

し
て
紹
介
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
浜
口
陽
三
は

「
銚
子
の

海
や
利
根
川
河
口
の
広
々
と
し
た

眺
め
は
大
好
き
。
ス
イ
ス
の
よ
う

な
山
国
は
息
が
詰
ま
り
1
週
間
と

い
ら
れ
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

浜
口
陽
三
の
作
品
の
背
景
に
浮
び

上
っ
て
い
る
メ
ゾ
チ
ン
ト
の
ビ
ロ

ー
ド
の
よ
う
に
艶
や
か
な
黒
の
色

調
を
浜
口
自
身
「
こ
の
漆
黒
の
空

間
こ
そ
精
神
の
原
風
景
-
銚
子
の

漠
々
た
る
海
原
の
表
徴
」
だ
と
述

懐
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
で

マ
ニ
エ
ル
・
ノ
ワ
ー
ル

(
黒
の
技

法
)

と
呼
ば
れ
る
魅
力
的
な
黒
の

色
調
の
奥
の
奥
に
浜
口
陽
三
の

「
ふ
る
さ
と
」
を
み
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
大
変
興

味
深
い
こ
と
で
す
。

三
、
画

業

一
九
二
七
年
(
昭
2
)
東
京
美

術
学
校
塑
像
科
に
入
学
。
美
校
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
を
教
育
に
反
発
し

少年時代暮した末広町の屋敷公正市民館「浜口陽三版画展示室」 謹油室のレンガ壁と

興野小学校

-
4

-
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「
ば
か
ば
か
し
く
な
り
学
校
を
や

め
」
梅
原
龍
三
郎
の
助
言
に
よ
り

渡
仏
。
「
も
と
も
と
私
は
幼
い
頃

か
ら
学
校
と
か
集
団
が
嫌
い
で
し

た
」
。
以
来
独
学
。
第
二
次
世
界
大

戦
で
一
時
帰
国
し
、
戦
後
一
九
四

八
年

(
昭
2
3
)
本
格
的
に
銅
版
画

を
始
め
、
数
年
後
に
は
メ
ゾ
チ
ン

ト
の
作
品
が
多
く
な
り
ま
す
。
一

九
五
三
年
(
昭
2
8
)

4
4
歳
の
時
再

び
渡
仏
。
パ
リ
に
着
い
た
夜
、
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
藤
田
嗣
治

(
本
県
館
山
市
ゆ
か
り
の
画
家
)

の
最
初
の
夫
人
だ
っ
た
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
パ
レ
と
そ
の
友
人
ら
昔
の

仲
間
と
再
会
。
同
時
に
画
商
ベ
ル

グ
リ
ン
と
の
運
命
的
な
出
会
い
に

よ
り
支
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
出
会
い
を
「
人
間
百

パ
ー
セ
ン
ト
運
で
す
か
ら
ね
」

と

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
浜

口
陽
三
の
画
家
と
し
て
の
血
統
・

資
質
、
才
能
と
努
力
な
ど
実
力
が

運
を
呼
び
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
の

逆
説
的
表
現
で
は
な
い
で
し
ょ
う

●

か
。
百
パ
ー
セ
ン
ト
独
学
の
画
家

の

「
百
パ
ー
セ
ン
ト
運
」

と
言
い

切
れ
る
自
分
を
信
じ
る
心
の
強
さ

を
感
じ
ま
す
。

同
年
駒
井
哲
郎
ら
と
「
日
本
銅

版
画
協
会
」
を
設
立
。
一
九
五
五

年
(
昭
0
0
)
頃
か
ら
カ
ラ
ー
・
メ

ゾ
チ
ン
ト
で
制
作
を
始
め
ま
す
。

版
画
の
主
題
は
、
郡
部
、
さ
く
ら

開
園
田
園
園
田

毛
糸
な
ど
の
静
物
。
パ
リ
の
屋
根

な
ど
風
景
画
。
日
常
身
近
に
あ
る

ご
く
あ
り
ふ
れ
た
も
の
。
そ
の
ぁ

り
ふ
れ
た
も
の
の
存
在
感
と
美
が

凝
縮
さ
れ
た
画
面
。

一
九
五
七
年
(
昭
3
2
)
サ
ン
パ

ウ
ロ
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
で
版

画
大
賞
を
受
賞
。
第
1
回
東
京
国

際
版
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
で
東
京

国
立
近
代
美
術
館
賞
を
受
賞
。
以

来
ル
ガ
ノ
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
版
画
展
で

数
多
く
の
賞
に
輝
き
、
世
界
の
浜

パリの屋根

てんとう虫

口
陽
三
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
こ

と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

浜
口
陽
三
が
カ
ラ
ー
・
メ
ゾ
チ

ン
ト
の
技
法
を
発
展
さ
せ
た
こ
と

は
世
界
的
な
百
科
辞
典
エ
ン
サ
イ

ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
の

「
メ
ゾ
チ
ン
ト
」

の
項
に
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
技
法
や
歴
史
の
記

述
の
後

「
メ
ゾ
チ
ン
ト
の
技
法
を

用
い
て
い
る
2
0
世
紀
中
葉
の
ほ
と

ん
ど
唯
一
と
い
っ
て
い
い
作
家
は

浜
口
陽
三
で
、
こ
の
パ
リ
在
住
の

日
本
人
作
家
は
、
カ
ラ
ー
メ
ゾ
チ

ン
ト
の
新
し
い
技
法
を
開
拓
し
た
い

と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

一
九
八
一
年
(
昭
5
6
)
浜
口
陽

三
は
、
パ
リ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
移
住
し
ま
し

た
。
エ
ッ
セ
ー
「
パ
リ
と
私
」

の

中
で
2
5
歳
の
ス
ペ
イ
ン
の
旅
の
回

想
に

「
海
辺
で
育
っ
た
私
は
海
を

見
る
と
心
が
安
ま
り
ま
す
。
潮
風

の
香
り
の
な
い
パ
リ
に
時
々
鵬
し

ぎ
を
感
じ
ま
す
」
と
あ
る
文
章
が

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
き
ま
す
。

四
、
展
示
内
容

こ
の
特
別
展
は
、
文
化
庁
、
国暗い背景のぶどう

●

立
国
際
美
術
館
と
共
催
し
て
実
施

し
ま
す
。
国
立
美
術
館
所
蔵
美
術

名
品
展
と
し
て
全
国
4
会
場
を
巡

回
し
ま
す
。
そ
の
最
初
の
開
催
地

が
浜
口
陽
三
ゆ
か
り
の
千
葉
県
で
す
。

展
示
内
容
は
、
2
部
構
成
で
す
。

第
一
部
国
立
国
際
美
術
館
所
蔵
の

浜
口
陽
三
の
版
画
1
2
6
点

(
全
国
を

巡
回
)
。

第
一
一
部
特
設
コ
ー
ナ
ー
。
も
う
一

つ
の
ふ
る
さ
と
、
誕
生
地
の
和
歌

山
県
(
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館

等
)

と
地
元
千
葉
県
(
銚
子
市
教

育
委
員
会
=
公
正
市
民
館
、
当
館

等
)

の
浜
口
陽
三
に
ゆ
か
り
の
両

県
の
関
係
者
が
協
力
し
て
、
所
蔵

作
品
中
か
ら
主
と
し
て
初
期
の
作

品
を
中
心
に
選
ん
だ
3
7
点
を
、
当

館
だ
け
で
特
別
に
公
開
し
ま
す
。

1
部
、
2
部
で
計
鵬
点
に
よ
り

操
蕪
窮
轟
鐸

す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
多
く
の

方
々
に
御
高
覧
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

●
美
術
講
演
会

日
時

8
月
2
4
日
㈲
午
後
2
時

演
題

「
浜
口
陽
三
の
版
画
」

講
師

三
木
多
聞
氏
一
語
鋼
製

●
第
一
一
回
美
術
を
語
る
会

日
時

9
月
1
4
日
㈲
午
後
2
時

話
題

「
浜
口
陽
三
の
表
現
方
法
」

話
題
提
供
者

深
沢
幸
雄
氏

(
版
画
家
)

=
特
別
展

=

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
絵
画
の

巨
匠
た
ち
」
展
盛
況

今
回
の
特
別
展
は
6
月
1
 
3
日
か

ら
1
月
1
 
8
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
1
 
9
世
紀
か
ら
2
0
世
紀
前
半
の

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
隆
盛
し
た
印

象
派
か
ら
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ

ま
で
、
0
0
作
家
7
0
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
ま
た
、
外
国
の
美
術
館

な
ど
か
ら
の
出
品
も
あ
り
、
多
彩

な
展
観
と
な
っ
た
。

出
品
作
家
が
一
般
的
な
た
め
会

期
中
の
入
場
者
も
多
く
、
特
に
、

6
月
1
 
5
日
の

「
県
民
の
日
」
は
入

場
無
料
と
な
り
、
6
千
人
と
い
う

記
録
的
な
入
場
者
数
に
達
し
だ
。

ま
た
、
講
演
会
(
6
月
2
9
日
「
印

象
派
以
後
の
絵
画
」
冨
山
秀
男
氏

=
東
京
国
立
近
代
美
術
館
次
長
)
、

美
術
を
語
る
会
(
7
月
1
 
3
日
「
私

の
好
き
な
巨
匠
た
ち
」
松
沢
茂
雄

氏
=
洋
画
家
)
も
開
か
れ
、
多
く

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
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か
た
る
・
つ
く
る

〇
版
画
入
門
講
座

期
日

8
月
3
・
5
・
6

日

へ
7
日
間
)

講
師
、
平
野
正
房
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

了
月
1
 
7
日

0
0
年
度
講
座
か
ら
(
版
画
)

0
陶
芸
研
修
講
座

期
日

9
月
2
・
5
・
0
0

日

1
 
0
月
3
・
7

・
3
1
日

へ
6
日
間
)

講
師

三
橋
実
作
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

8
月
1
9
日

0
金
工
入
門
講
座

期
日

9
月
9
・
1
0
・
1
7

・
1
8
・
1
9
日

へ
5
日
間
)

講
師
・
佐
藤
叔
孝
氏

定
員

1
5
名

申
込
締
切

8
月
2
5
日

〇
洋
画
研
修
講
座
(
3
)

期
日

9
月
1
8
・
1
9
・
2
5

・
2
6
日

講
師

天
野
三
郎
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

9
月
4
日

〇
七
宝
焼
入
門
講
座

期
日

9
月
2
7
・
2
8
日

詰
座

金
光
惇
子
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

9
月
1
 
3
日

本
館
に
お
け
る
教
育
普
及
活
動

の
一
環
と
し
て
企
画
し
、
本
年
度

は
、
「
美
術
に
お
け
る
束
と
西
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
二
回
に
分
け

て
実
施
す
る
。

〇
第
一
回
、
6
月
2
2
日
(
日
)

「
日
本
絵
画
に
お
け
る
洋
風
の

影
響
」
-
細
野
正
信
氏

「
二
十
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
絵
画

-
近
代
か
ら
現
代
へ
-
」
-
村

木
明
氏

購
名
の
参
加
が
あ
り
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

〇
第
二
回
は
、
9
月
1
日

(
日
)

午
前
1
0
時
、
「
水
墨
画
に
お
け
る

中
国
と
日
本
」
東
京
大
学
教
授
戸

田
禎
佑
氏
。
午
後
2
時
、
「
都
市

と
彫
刻
」

埼
玉
県
立
近
代
美
術

館
長
本
間
正
義
氏
。

0
0
年
度
講
座
か
ら
(
七
宝
焼
)

★
受
講
希
望
者
は
往
復
は
が
き

に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

美
術
館
普
及
班
あ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

資
料
室
で
は
、
特
に
当
館
収
蔵

作
品
に
関
連
す
る
資
料
の
収
集
に

努
め
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、

今
回
は
当
室
で
所
蔵
す
る
浜
口
陽

三
関
係
の
主
な
資
料
を
紹
介
し
ま

す
。

版
画
集

○
日
本
の
名
画
5
0

浜
口
陽
三

(
講
談
社
)

○
浜
口
陽
三
仝
版
画
(
M
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
)

個
展
図
録

○
浜
口
陽
三
名
作
展
(
会
場
・

池
田
二
〇
世
紀
美
術
館
)

○
浜
口
陽
三
展
(
会
場
・
西
武

美
術
館
・
国
立
国
際
美
術
館
)

浜
口
陽
三
研
究
文
献

図
書

●

○
浜
口
陽
三
の
世
界
(
湯
川
書

房
)

○
土
方
定
一
著
作
集
8

近
代

日
本
の
画
家
Ⅲ

(
平
凡
社
)

逐
次
刊
行
物

○
浜
口
陽
三
と
そ
の
作
品

対

談
=
浜
口
陽
三
十
深
沢
幸
雄

(
み
ず
ゑ

第
鵬
号
)

な
お
浜
口
陽
三
に
関
す
る
く
わ

し
い
文
献
目
録
に
つ
い
て
は
、
当

室
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

受
贈
図
書

千
葉
市
在
住
の
冨
井
海
平
氏
よ

り
、
「
現
代
の
絵
画
」
全
7
冊
(
小

学
館
)
他
図
書
8
冊
、
「
中
国
の
絵

画
展
」
他
展
覧
会
用
図
録
6
5
冊
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●

今
年
度
の
美
術
館
研
究
員
1
 
0
名

が
委
嘱
さ
れ
、
第
一
回
会
議
が
7

月
5
日
(
土
)
午
前
1
0
時
よ
り
開
か

れ
た
。
研
究
員
は
美
術
館
の
専
門

的
・
技
術
的
な
事
項
に
関
す
る
研

究
を
行
う
た
め
置
か
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
、
浅
井
忠
「
従
征
画
稿
」

の
翻
刻
及
び
解
説
・
凡
例
等
を
補

足
し
て
、
資
料
の
整
理
・
活
用
を

は
か
り
出
版
に
向
け
努
力
す
る
こ

と
と
し
た
。

な
お
、
研
究
員
は
、
池
田
伊
予
、

石
倉
捻
子
、
加
営
利
和
夫
、
平
戸

美
和
子
、
佐
藤
修
、
高
木
正
、
国

連
宏
、
南
隆
一
、
村
田
哲
朗
、
綿

貫
啓
一
の
各
氏
で
あ
る
。

6

日

誌

抄

6
・
3

友
の
会
役
員
会

6
・
1
 
3

特
別
展
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
代
絵
画
の
巨
匠
た
ち
」

(
1
月
1
8
日
ま
で
)

6
・
2
2

美
術
館
夏
季
大
学
(
講

師
=
東
京
国
立
博
物
館

建
築
室
長
細
野
正
信
氏

美
術
評
論
家
村
木
明
氏
)

6
・
2
9

第
一
回
美
術
講
演
会
(
講

師
・
東
京
国
立
近
代
美

一
術
館
次
長
冨
山
秀
男
氏
)

7
・
1
 
3

第
一
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
=
洋
画
家
松
沢

茂
雄
氏
)


